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役割と責任を明確に、全国一律の計量制度を、特定市と国の意見交換求める
　
計
量
法
見
直
し
の
報
告
書

案
は
、
計
量
器
の
規
制
方
法

を
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ

る
事
後
規
制
と
事
業
者
の
自

己
確
認
を
柱
と
し
た
制
度
へ

の
移
行
を
目
指
し
、
民
間
能

力
の
活
用
が
進
む
こ
と
が
適

当
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進
は

政
府
の
方
針
で
あ
り
、
地
方

公
共
団
体
が
自
主
性
を
高
め

た
計
量
行
政
を
す
べ
き
で
あ

る
、
と
も
示
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
に
対
し
要
望
書
は
、

自
治
体
間
に
お
け
る
跛
行
性

の
拡
大
な
ど
を
危
惧
し
、
適

正
計
量
が
全
国
一
律
に
図
ら

れ
る
計
量
制
度
の
構
築
を
訴

え
て
い
る
。　

要
望
書
の
全
文
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上
田
文
雄

計
量
制
度
の
抜
本
的
見
直
し

に
伴
う
意
見
等
の
反
映
に
つ

い
て
（
要
望
）

　
平
素
か
ら
、
計
量
行
政
の

推
進
、
当
協
議
会
の
運
営
等

に
つ
き
ま
し
て
ご
指
導
い
た

だ
き
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、「
新
し
い
計
量
行

政
の
方
向
」
に
つ
い
て
、
計

量
行
政
審
議
会
に
諮
問
さ

れ
、
計
量
制
度
の
抜
本
的
な

見
直
し
等
を
精
力
的
に
審
議

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
も
の
で
す
。

　
特
定
市
に
お
い
て
は
、
定

期
検
査
等
の
自
治
事
務
化
、

行
財
政
改
革
の
推
進
等
の
中

で
、
予
算
・
人
員
の
削
減
を
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全
国
特
定
市
計
量
行
政
協
議
会
・
要
望
書
を
提
出
、
休
刊
の
お
知
ら
せ
 陰
面

最
新
の
天
び
ん
特
集
敢
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韻
面

特
集
・
と
う
き
ょ
う
の
計
量
　
　
　
　
　
　
　
　
 吋
右
面

寄
稿
・
秋
山
幸
示
氏
、
登
録
免
許
税
課
税
、
地
域
計
量
機
関
人
事
桓
ほ
か
 宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫（
1
1
5
）、社
説
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
 烏
面

計
量
士
国
家
試
験
正
解
発
表
、
新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
企
業
ニ
ュ
ー
ス
ほ
か
 羽
面

　
全
国
特
定
市
計
量
行
政
協
議
会
は
、
経
済
産
業
省
籔
内

雅
幸
計
量
行
政
室
長
宛
て
に
、
3
月
　
日
付
で
要
望
書
を

30

提
出
し
た
。
昨
年
7
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
計
量
法
見
直

し
作
業
に
対
す
る
も
の
。
要
望
書
は
跛
行
性
の
拡
大
な
ど

を
危
惧
し
、全
国
一
律
の
計
量
制
度
構
築
を
訴
え
て
い
る
。

は
じ
め
、
組
織
の
変
更
・
縮

小
、
検
査
体
制
の
変
更
等
が

加
速
さ
れ
、
専
門
的
な
計
量

知
識
の
習
得
や
計
量
技
術
の

継
承
、
人
材
の
育
成
や
確
保

が
非
常
に
困
難
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
ま
す
ま
す
骨
子
の

中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
自

治
体
間
の
跛
行
性
」
や
「
体

力
格
差
」
の
拡
大
が
進
む
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の

計
量
制
度
の
見
直
し
が
特
定

市
に
お
け
る
計
量
行
政
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
最
終
答
申
や
計
量
法
令

の
改
正
等
に
あ
た
っ
て
は
全

国
特
定
市
の
意
見
等
を
是
非

と
も
反
映
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
下
記
の
と
お
り
全
国
特

定
市
計
量
行
政
協
議
会
の
総

意
と
し
て
要
望
す
る
も
の
で

す
。

記

1
　
計
量
行
政
に
お
け
る

国
、
地
方
自
治
体
及
び
事
業

者
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に

し
、
全
国
一
律
に
適
正
計
量

の
推
進
が
図
ら
れ
る
計
量
制

度
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た

い
。　

2
　
今
回
の
計
量
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、
今
後
の
検
査
・
検
定
制

度
の
方
向
性
と
し
て
、
地
方

自
治
体
の
関
与
を
真
に
必
要

な
も
の
に
限
定
す
る

等
に
よ
り
、
必
要
最

小
限
の
規
制
対
象
と

す
る
事
が
基
本
的
考

え
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
計
量
行
政
の
一

翼
を
担
っ
て
き
た
特
定
市
の

役
割
、
地
域
性
、
特
異
性
、

実
情
等
を
踏
ま
え
、
特
定
市

に
と
っ
て
効
果
的
で
実
施
可

能
な
計
量
制
度
と
な
る
よ

う
、
特
定
市
と
の
意
見
交
換

を
十
分
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。休

刊
の
お
知
ら
せ

5
月
7
日
号
は
休
刊
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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